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駕　　学者であり天文気象学者でもあつたAdolphe　Quetelet

llll’　　（1796－1874）は天文台を作ることを提唱し18牢年に新
ま

藪1、一しく設置することに決まったRoya10bse「vato「yの台

　　　長に任ぜられた．ただちに彼の設計で工事が進められた

　　　が当時の批会状勢はオラソダとベルギーで言語や宗教習

　　　慣が違5ために融和せず，オラソダQ横暴に対する不李

　　　がたかまって独立・蓮動が起り1830年の7月革命の結果

瓢』斗10月には仮政府ができてレォポル、ド1世を王とした・

，熱！’』この革命のために天体観測をする器械は長い間備えるこ

鰹1△乏ができなかった．そこでケトレは当時欧洲にあった各

欝
、

Observat・ryの一業務とみなされていた気象に対して

難』特駐意を向けた．㈱年・即日から気圧・気温・
齢湿麟の普通観測を始めた酬こ注目すべきことは日射

　　　　・地中温度・植物季節等の特殊観測を行ったことであ

　　　る．彼の眞価は観測のみならずまたその結果から確率論

　　　を使って法則性を出そ5としたことである・

　　　　3．’シノプティツク時代．ケトレの死後1876年には

　　　Je白n　Hauzeau（1820－1888）＊が第2代目の台長にな

　　　ると天文と気象の仕事を分離し，気象の方では気候を

　眠　Albert　Lancaster（18494908）にまかせ，天気予報

　　　を出す組職を作るためにVan　Rijsselbergheを招いた・

　　　、凌ルギ＿での公式な天気予報は1876年9月26日に始
難1△まり，同時にBu11etin漁e・r・1・giqueが出された．

，・欝1一～，Ffang・isVanRij＄elberghe（1組6－1893）はまたメ

臨♂，テオ・グラ7や自記温度計を発明してい為・㈱年1こ

臨r・H・uzeauが辞任の後天文学者のFrang・’sF61’e（1部3

　　　＿1905）が第3代目の台長になったが彼が去らた1897

　』ぜi年にはベルギーだけがまだ欧州で天文と気象を同一管理

　　　下に置いていた国だった．

　　　　　しかし1898年にはService　M6t60rologiqueとして

　飽独立しLancasterがその台長になると共にaQrological

　　　S㏄tionを作ろろと骨折り，まず凧をあげは』じめたがこ’

　　　れは予算の不足ですぐ中止してしまった．19世紀、の後

　　　期からレオポルド2世のもとにアフリカのコソゴー河

　　　上流域の開拓が初められ，1895年にはSoci6t6royale

　　　de　Med㏄ine　publiqueの依頼でLancasterとE・

　r■．．　＊彼の経歴は面白く，1843年にブラッセルのオブザ
　　　　＿バトリ＿に入つたが1849年の異動で解雇になり一時
　　　　バリ＿に佳んだ．しかし1857には米国に渡η．南北戦争
　　　　当時には黒人新聞を出している．その後17巧年にブラ
　　　　ッセルに帰り台長の職に就く．

血eu1㎝anがベルギーコソコ・一の気候を調べ“L801♂一

初‘z∫4πCoηgo”（Brussels1898）を出したカ§これはこ

の方面についての最初の詳しい研究である・そめ後コソ，

ゴーに気候観測所を作ろろとする試みは何回も行わわた一

がその予算案はいつも成立せず，やっと観測網が出来た

のは1911年以後である．

　1908年にはJean　Vincent（1851－1932）がサービ

スの第2代目の台長となり，1913年にはサーピスが

Institut　royal　m尊t60rologiqueという自治体組織に改

まった．翌1914年に第1次世界大載が始まるとま．もな

くその8月に中立を侵してドィツ軍はベルギーに侵入

し，その後5年間はベルギー気象史上でも室白状態にな

っている．

、1918年10月にドィツ軍が破れベルギーの全土が解

放されると共に気象事業も再開され，．1919年にJules

．Jaumotte（18874940）がInstitutの第3代目の台長一．

になった．彼は特にシノプティック気象の発展に努め・

斉時肌Bjerknesを中心に着々と作られ9つあつたノ丁

・』ル午一流の解析予報法に対してほとんどの国信非常に

懐疑的であったが彼は卒先して1921年にベルギーの気

象に導入した．彼はまた前線解析の研究によって低気圧

の問題が3次元的なものであることを知ったのでこれ

を解くために飛行機用や気球用のメテオログラフを考案

し，1921年には30個の気球メテォログラフを悪ばし
一
て
そ の結果をJ．Bjerknesに解析してもらって、》る・

この頃から各国でも高暦気象の調査研究が次第に準み，

高暦観測結果をジノプティックに扱ろ方法も形を整えら

れつつあつた．大載後は気象の急速な発達に俘？て・亨ル

ギ＿でも気象従事者数が急激に増し従って研究報告も年

毎に数を増していった．

　1939．一1945年の第2次世界大戦によってベルギーに

再びドイツ軍に占領されほとんどの測器が破壌されてし’．

まった．しかし絡載後は英国の気象局からラジォゾソデ

観測所の設置など器材面を主とした積極的な援勤もあり

速かに活動を回復した．

　この稿はD“fourが書いた“舗ε1oh　h魏07ツo璃r

∫θoプo109ツ伽．βθ18ガ聯（Weather　Vo1．6No・12・19与1）

を骨子とし歴史的背景のもとに書きなおしたものであ

る．　　　　　　　　　　　　　　　（中央気象台）

地方に大津浪，明治43年ハレー彗星，大正3年櫻島の
　　　　　　　　　　づ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　の
噴火，大正12年関東大震災，昭和9年関西水害等の記’

事がおさめられている．大阪の洪水については“大水の

概況　去廿九日より冊日翌一日へかけ三日聞小融なく降

つづきし暴雨の為めに増したる川々の水勢は実に非常の

事にて堤防の決潰したるもの家屋の破壊されたるもの橋

々の流れたるもの其数影しく」口に之を言えば・一”と

いった記事で70年Q年数の開きがよ弍見られる・宏（り

　　　　　　　　　　　　　　　　　！医気㌧亥，燃』磁
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　　　　朝日新聞重要紙面の七十五年

　　　　朝日新聞批の創刊75周年記念に出版された重要紙面

　　　の七十五年は明治12年（1879）からの歴史を概観する

　　ものそ，いろいろな意昧で興昧深いものがある．おさめ

　1ノ・られた重要紙面は150面．清国へ宣戦，日露戦争起る・

ぜ、、，イニ・；六事件起る・米英に宣戦を布告・木李洋職雫絡る
ぬノノ

・｝　、等の記事の中に，明治蛤年大阪の洪水・明治21年磐

　　．梯肉冥）噴火，明治21年濃尾の大地震・明治29年三陸，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ。』㌧・』1、キ∵』1』、．亙。∵』◇△、


